
平成 25年度年次報告

課題番号：1601

（１）実施機関名：

東京工業大学

（２）研究課題（または観測項目）名：

電磁気探査による内陸地震と火山地域の地殻内流体イメージング

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（1）日本列島及び周辺域の長期・広域の地震・火山現象

ウ．広域の地殻構造と地殻流体の分布

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

　内陸地震の発生に関しては、まだモデルが確立されていないのが現状である。我々のグループでは、

内陸活断層の深部に比抵抗不均質があり、それが流体の不均質構造で、地震発生場や地殻内変形に重

要な役割をしていることを示してきた。次期では内陸地震発生場に近接する火山地域における深部か

らの流体の供給についても考察し、内陸地震と火山の深部構造を、流体を通して統一的に考察する。

テストフィールドとして、宮城県と山形県をまたぐ 2測線において、火山地域とそれに近接する活断

層に着目して地殻内の比抵抗分布を解明し、地殻内流体と、活断層、地殻変動、火山地域の関連を明

らかにする。測線は火山地域（蔵王）を通るものと通らないものについて比較する。

（６）本課題の５か年計画の概要：

平成 21年度 　観測準備（現地の予察及び予察的観測）。火山地域（蔵王周辺）を通る測線を設定し、

広帯域MT観測の準備及び、予察的な観測を実施する。

平成 22年度 　広帯域MT観測 　（宮城県・山形県）火山を通る測線

平成 23年度 　観測準備（現地の予察及び予察的観測）

平成 24年度 　広帯域MT観測 　（宮城県・山形県）火山を通らない測線

平成 25年度 　まとめ

（７）計画期間中（平成 21年度～25年度）の成果の概要：
宮城県南部において蔵王山及び福島盆地西縁断層を含む地域で，28観測点において広帯域MTデータ

を取得した．これに加えて、このエリアの北東に隣接する長町利府断層の 61観測点の既存データをコ

ンパイルし，長町利府断層北部で６観測点の追加観測を行った．これら全 95観測点のデータを選び，

インピーダンス・テンソルの全成分を使った３次元比抵抗構造解析を行った. この結果、長町利府断

層の深部延長に低比抵抗ブロックが解析されその北西縁の高比抵抗部で東北地方太平洋沖地震以降の

誘発地震が多発していることがわかった．地殻内流体の移動が誘発地震をトリガーしたと推定される．

また，双葉断層の直下の深度 5ｋｍ以深に鉛直状の地殻内流体を低比抵抗異常として検出した．一方，

火山フロントでは，深度 20kmで島弧方向につながった低比抵抗異常が連続し，蔵王火山や船形山火

山直下では，局所的に鉛直状の低比抵抗異常がそれぞれ深度 5km，10km以深に存在している．蔵王

火山ではその低比抵抗異常はさらに西側に続く．以上のように，内陸地震地域および火山直下の地殻

内流体を３次元的に解析することに成功した．
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（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
東京工業大学火山流体研究センター 　小川康雄 　神田径

東京工業大学理工学研究科 　本蔵義守
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（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：東京工業大学火山流体研究センター

電話：03-5734-2639

e-mail：oga@ksvo.titech.ac.jp
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氏名：小川康雄 　
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